
2要 木晩日遺跡第 4次 調査出上の鉄製品について (補遺 )
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にならない事例が多いことを示した (高日2004)青

各上寺地追筋 章 峡ヽ田遺跡例は そ うした技術系科の

中で理解で営る つ ま, 破 頼品の再加工によってtrP部

が欠央したのではなく 板 状素材から捜打のみで折り返

し部を成形する藤 大 型品にあっては 柄 の壌若部の幅

と強度を態保するためには lM様 を月蝉 させる程度にと

どめきるを得なか,た と理解で言るのである。

後切中葉にはじまる本格的な歓程1ヒのⅢで 校 採斧に

は憎理石持が成をする一方 舶 積品の大型褒歌FF斧をFt

用するという2元的な動との他に 在 地の技術系格の中

で大型品を作ろうとする試みヽあったと考えられよう。

また 小 型袋状鉄祥のうち 袋 部に折り返しを有す

るタイブは 中 九州～東九llにかけて出土例が多くあ

り 高 い練造技術によって作られたものである (村ト

1092 "越 1993)山 嵯を中,Sに日本続消岸部に猿例

が点々と存tLし 九 州地域との交流を効詰る 章 末晩日

把期ては洞′原例を合めて4点存tt r 全 体に占ある比

子はわずお卜たが 山 とする遺機の時期は後鯛中英～終来

期まであるがう 継 続的に流入したじめと考えられる

洞′涼西1門丘践の層住以は lH子期3撤程度の堅穴住

居を中いに桟成され 後 畑Ⅲ案～終末"ま で継続してい

る 確 茉どれたさまごまな迪輸は 店 t域 前而め環壊内

や同辺の包含肩内にとどまる場合が多かつたようで 他

の地区では見られないまど登的に聖富である。鉄製品t

また 1つ の信住駅て消まされてきた集合として検討で

きる点が重要である

1次調査やけ 調査では上した営該地区における琢

器の柿成は 在 地この小型製品が峯縦となる 一 方 ub

刃雛や軸撫生が一定畳加わるという点て北部九州と共通

する要素をもちつつ 一 前には絡入品も加わる。これは

従来 迫 跡全体 あ るいは1■陰地域全fFの傾向として把

擢されてきた内容であり そ の縮図といえる

1つの属住単位が累積的に控得してとた鉄製品の総

和が地双性に等しいという点は 注 目すべ=で ある 外

来の金属器や大型の歓器寺について 分 1球 況を題結群

との関係において校前すると ど こか特定の地区や層在

単化に集中する傾向は認められず 同 時期の複数の電化

革tt保 有される状況が蔑える 銚 翻来材となる1田末鉄

製品では さ らに多くの居住単位が保有しているから

鉄帯の大手や■産が膚柱単位に体現された共同体を軸と

して展開していると考えられる (高田2003)

一般に 遺 描内にとどまった担拘以外は位逸している

可能性が高いから 敗 調査区のように好勲 rに意まれ

た場所は少ない し かし 今 後同様な集件で鉄聯科成が

良貯な資料が得られるならば 信 ■車付間の相■IJrrや

枝章を知る手がかりとなろう と もあれ 桐 ′原地区め

欽器結成は を のような分析の際の定点となりうる内容

を備えていると言えよう

(高m拠 一)
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